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平成２１年度全国海難防止強調運動の実施状況について（速報） 
 

７月１６日（木）から３１日（金）までの１６日間 

・見張り不十分又は操船不適切による衝突海難の防止 

・海中転落した遭難者が無事生還するために有効なライフジャケット着用の推進等 

を重点事項に定め、広く国民一般に対し海難防止思想の普及・高揚を図るため 

全国各地で官民一体となって全国海難防止強調運動を実施しました。 

 

【 実 施 状 況 】 

（１）各種行事（５６６回実施、１８５，６３０人参加) 

  港まつりなどのイベントに併せ、海上パレードや巡視船艇の一般公開を実施するととも

に、当庁職員以外の方に一日船長や一日海上保安官等になっていただき、海難防止を呼び

かけました。 

  

       巡視船艇の体験航海          一日海上保安官による海難防止の呼びかけ 



   

 

 
 
     TOPICS１ ◇ミス日本「海の日」も活躍！◇ 
 

 今年度の全国海難防止強調運動では、ミス日

本「海の日」の池永由宇さんにご協力いただき、

ポスターやリーフレットをはじめ、各種イベント等

においても本運動のＰＲ活動に活躍していただき

ました。 

 

（２）訪船指導（５，０７５隻に対して指導実施） 

   漁船、プレジャーボート等に対し、海難防止に関するリーフレットを配布するとともに、

船舶の安全運航やライフジャケット常時着用等の自己救命策確保に関する指導等を行いま

した。 

  

     遊漁船に対する訪船指導             ライフジャケット着用の推進 

 

（３）海難防止講習会等（２７８回開催、２２，７２７人受講） 

   海事関係者を対象に、海難防止に関する知識・技術の習得及び向上を目的とした海難防

止講習会や、青少年を対象に海浜事故防止に関する基本的事項や海洋及び船舶に関する基

礎知識等の習得を目的とした海上安全教室を開講しました。 

 

  

       海難防止講習会                  海上安全教室 

 



   

 

（４）各種訓練等 

小型船安全協会や海上安全指導員と海上保安官との合同パトロールにより、プレジャー

ボート等に対する安全指導を行いました。 

また、小型船安全協会や日本水難救済会等との合同で、海難救助訓練や海上防災訓練等

を実施しました。 

  

  

     海上安全指導員との合同パトロール            海難救助訓練 

 

 

       TOPICS２ ◇名古屋ドームで始球式◇ 

7 月 10 日、名古屋ドームでは中日ドラゴンズ対広島東洋カープ戦の試合開始前に、一

日海上保安官に任命された女性海上安全指導員により、「海難ゼロへの願い」を込め、始

救
．
式（始球式）を行い、全国海難防止強調運動の事前広報活動を実施しました。そし

て、願いが込められたボールは、船舶の見張りの象徴としての「双眼鏡」及び海中転落

者の救助に用いる「救命浮環」を組み合わせて「全てを見張れ」（Ｗａｔｃｈ Ａｌｌ）ならぬ

「Ｗａｔｃｈ Ｂａｌｌ」（ワッチボール）と名づけ、海難防止キャラバンとして熱田神宮から伊勢

神宮までの間を陸路・水路とリレーされ、海難防止を呼びかけました。 

 

 

 

 



   

 

 

【運動期間中における海難船舶隻数等】 

平成２１年度の運動期間中における海難船舶隻数等は、別添のとおりです。 

   

【おわりに】 

本年度におきましても、巡視船艇の一般公開などの各種イベントや海難防止講習会、海上安

全教室等へ多くの皆様に参加いただき、官民一体となった幅広い運動を展開することができま

した。 

本年度も、過去５年の海難発生状況等を踏まえ「見張り不十分又は操船不適切による衝突海

難の防止」及び「海中転落した遭難者が無事生還するために有効なライフジャケット着用の推

進等」を重点事項に定め、積極的な運動を展開しましたが、海事関係者、漁業関係者及びマリ

ンレジャー関係者など船舶運航に直接関わる方はもとより、広く国民一般の皆様におかれまし

ても、引き続き、これら重点事項に留意の上、海難防止への積極的な行動をお願いいたします。 

海上保安庁では、今後とも海難事故の防止、自己救命策の確保など所要の安全対策について

指導・啓発活動を実施して参ります。 

 

 

※全国・地方海難防止強調運動の紹介 

http://www.kaiho.mlit.go.jp/syoukai/soshiki/toudai/navigation-safety/navi/navi2_info03.htm 

 

 

 

 

 



　 別　添

海難全体 衝突海難（再掲） 海難全体 衝突海難（再掲）

貨物船 16 11 12 5

タンカー 5 4 6 4

旅客船 3 2 3 1

プレジャーボート 85 22 67 15

漁船 39 17 27 7

遊漁船 8 3 1 0

その他 8 3 14 2

計 164 62 130 34

6 3 0 0

　※平成２1年度の数値は速報値です。

○運動期間中における海難船舶隻数及び船舶海難による死者・行方不明者数

海難船舶隻数（隻）

船舶海難による死者・行方不明者数（人）

過去５年平均
項　　　目

平成２１年度
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